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地
域
の
皆
さ
ん
、
町
内
で
子
ど
も

を
連
れ
て
い
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
を
見
か
け
た
ら
、「
お
子
さ
ん
か
わ

い
い
ね
」
と
声
を
掛
け
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、「
上
手
に
子
育
て

し
て
い
る
ね
」
と
、
毎
日
の
育
児
で

ち
ょ
っ
ぴ
り
疲
れ
て
い
る
親
の
労
を

ね
ぎ
ら
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

育
児
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
、
無

理
し
な
く
て
い
い
ん
で
す
。
誰
で
も

育
児
は
難
し
い
も
の
で
す
。
気
分
転

換
も
必
要
で
す
。
誰
か
に
思
い
を
発

信
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
が
泣
い
て
い

て
も
外
に
出
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
に

声
を
か
け
て
も

ら
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育

児
に
対
す
る
身
体
的
、
心
理
的
負
担

を
抱
え
て
い
る
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
に
対
し
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を

支
援
す
る
基
盤
形
成
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

①
子
育
て
支
援
活
動
の
企
画
、
調

整
、
実
施
を
し
な
が
ら
子
育
て
家
庭

な
ど
に
対
す
る
育
児
不
安
に
つ
い
て

の
相
談
・
指
導
。
②
子
育
て
サ
ー
ク

ル
へ
の
育
成
・
支
援
。
③
地
域
保
育

需
要
に
応
じ
た
特
別
保
育
事
業
の
実

施
。
④
地
域
の
子
育
て
家
庭
に
対
す

る
育
児
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
年
代
、
出
身
地
も
お
子
さ

ん
の
人
数
も
違
う
お
母
さ
ん
た
ち
が

集
ま
る
場
所
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
子

育
て
に
対
す
る
悩
み
も
さ
ま
ざ
ま
。

共
通
点
は
、
子
育
て
真
っ
最
中
お
母

さ
ん
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
た
ち
が
集

ま
り
、
お
子
さ
ん
の
成
長
や
日
ご
ろ

の
出
来
事
を
話
す
場
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
母
さ
ん
向
け
の
活
動
も

実
施
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用

者
マ
マ
を
講
師
に
招
き
「
ス
ト
レ
ッ

チ
＆
ヨ
ガ
体
操
」
な
ど
で
、
お
母
さ

ん
た
ち
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

【
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
日
】

　

室
内
や
戸
外
で
子
ど
も
と
保
護
者
、

保
護
者
同
士
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
一
時
保
育
・
休
日
一
時
保
育
】

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
】

　

親
子
で
楽
し
め
る
、
季
節
に
合
わ

せ
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
親
子

乗
馬
あ
そ
び
・
バ
ス
遠
足
・
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
・
節
分
・
ひ
な
ま
つ
り
な
ど
。

【
あ
そ
び
サ
ー
ク
ル
活
動
】

　

毎
月
（
１
〜
２
回
）
開
催
し
て
い

ま
す
。
0
歳
〜
就
学
前
ま
で
の
親
子

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
。

け
れ
ど
も
新
米
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
に
と
っ
て
子
育
て
は
不
安
や
迷

い
、
心
配
ご
と
も
多
い
は
ず
。
社
会

環
境
が
変
化
す
る
中
、
本
町
に
お
い

て
も
人
口
減
少
に
伴
う
核
家
族
の
増

加
、
少
子
化
と
い
う
問
題
が
見
ら
れ

る
の
が
現
状
で
す
。

　
今
回
は
、
子
育
て
の
現
状
と
町
が

行
う
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

女
性
の
社
会
進
出
や
晩
婚
化
な
ど

女
性
の
生
き
方
が
変
化
し
て
い
る
現

在
、
子
育
て
に
対
す
る
考
え
も
さ
ま

ざ
ま
。
そ
の
中
で
、
育
児
は
難
し
く

感
じ
が
ち
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
や
核
家
族
化
に
よ
り
、
親

と
な
る
人
々
が
現
実
に
育
児
に
直
面

す
る
前
に
、
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
と

触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
実
際
に
小
さ
な
子
を
目
で

見
た
り
、
触
れ
た
り
し
た
経
験
が
な

く
、
モ
デ
ル
に
な
る
も
の
が
な
い
中

で
育
児
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。
情
報
だ
け
は
た
く
さ
ん
あ
っ

て
も
、
生
き
た
情
報
を
得
に
く
く
、

ど
れ
を
選
択
す
れ
ば
よ
い
の
か
も
わ

か
ら
ず
悩
み
が
ち
で
す
。

　

母
親
か
ら
よ
く
「
人
と
話
が
し
た

い
ん
で
す
」
と
聞
き
ま
す
が
、
母
親

同
士
が
お
互
い
に
踏
み
出
せ
ず
、
関

係
性
が
築
き
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ

ま
す
。
日
常
的
に
会
話
が
で
き
て
い

れ
ば
、
育
児
の
不
安
は
少
し
で
も
解

消
で
き
る
の
で
は
と
思
う
の
で
す
が
、

夫
婦
間
で
も
気
兼
ね
な
い
関
係
が
築

き
に
く
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
分
の
行
っ
て
い
る
育

児
が
、
誰
か
と
、
あ
る
い
は
多
く
の

人
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
重
き
を
置

い
て
い
ま
す
。
も
し
そ
こ
に
違
い
が

あ
る
と
、
と
て
も
気
に
な
り
、
強
い

不
安
を
抱
く
よ
う
で
す
。
子
ど
も
は

と
て
も
早
く
成
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

成
長
の
過
程
は
違
い
ま
す
。
そ
れ
が

当
た
り
前
で
す
。

　

ま
た
、
女
性
の
生
き
方
が
変
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
に
、
周
囲
が
理
解

し
き
れ
ず
「
育
児
と
は
こ
う
い
う
も

の
だ
ろ
う
」「
育
児
は
女
性
な
ら
誰
で

も
で
き
る
」
と
い
う
偏
っ
た
考
え
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

母
親
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
関
し
て
、

ま
だ
ま
だ
理
解
さ
れ
に
く
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
み
ん
な
で
支
え
よ
う
　　
　
　

　
　
　
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

ただ今 子育て中…

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
存
じ
で
す
か
？

マ
マ
た
ち
の
交
流
の
場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

主
な
活
動
内
容

子
育
て
の
現
状

　
　
　
〜 

保
健
師
の
声 

〜

地
域
で
気
持
ち
良
く
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を

高校生赤ちゃんふれあい事業ストレッチ＆ヨガ体操

お誕生会の様子
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然
別
演
習
場
に
係
る
住
宅
防
音

区
域
の
指
定
に
つ
い
て

企
画
財
政
課 

企
画
開
発
係

　

国
は
こ
の
た
び
、
陸
上
自
衛
隊

然
別
演
習
場
の
周
辺
地
域
に
お
い

て
、
自
衛
隊
の
砲
撃
を
主
と
す
る

射
撃
、
爆
撃
そ
の
他
の
火
薬
類
の

使
用
の
頻
繁
な
実
施
に
よ
り
生
ず

る
音
響
に
起
因
す
る
障
害
が
著
し

い
と
認
め
る
区
域
を
「
住
宅
防
音

区
域
」
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
指
定
区
域
内
の

住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
国
が

定
め
る
基
準
に
基
づ
い
て
住
宅
防

音
工
事
を
行
う
際
に
、
国
か
ら
補

助
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

指
定
区
域
は
、
鹿
追
町
中
瓜
幕

お
よ
び
東
瓜
幕
の
一
部
の
地
域

で
、
対
象
と
な
る
住
宅
は
11
戸
程

度
で
、
該
当
者
に
は
既
に
お
知
ら

せ
を
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
防
音
区
域
の
詳
細
を
示
し

た
縦
覧
図
は
、
次
の
場
所
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
北
海
道
防
衛
局
企
画
部
防
音
対

策
課
住
宅
防
音
係
（
札
幌
市
中
央

区
札
幌
第
３
合
同
庁
舎
）

☎
０
１
１
（
２
７
２
）
７
５
６
９

・
帯
広
防
衛
支
局
総
務
課
（
帯
広

市
帯
広
地
方
合
同
庁
舎
）

☎
０
１
５
５
（
22
）
１
１
８
１

・
鹿
追
町
役
場
企
画
財
政
課
企
画

開
発
係

☎
（
66
）
４
０
３
２

介
護
保
険
の
苦
情
相
談
は
オ
ン

ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
ま
で

福
祉
課 

福
祉
町
民
相
談
係

　

現
在
、
樋
口
幸
子
氏
、
秋
田
芳

通
氏
、
木
幡
裕
人
氏
の
３
人
の
方

が
町
か
ら
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の

委
嘱
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
と
は
「
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方
が
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
に
不
満

や
苦
情
が
あ
る
と
き
、
町
に
対
し

て
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
制
度
改
善
の

提
言
を
行
う
制
度
」
で
す
。

　

い
つ
で
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談

に
応
じ
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

　

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
方
の
連

絡
先
は
こ
ち
ら
で
す
。

・
樋
口
幸
子
氏

　

☎
（
66
）
２
２
７
２

・
秋
田
芳
通
氏

　

☎
（
67
）
２
２
７
３

・
木
幡
裕
人
氏

　

☎
（
66
）
２
７
１
３

　

委
嘱
の
期
間
は
３
年
間
で
、
任

期
は
平
成
27
年
５
月
31
日
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
課
国
保
介
護
係
や

鹿
追
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
内
☎
（
66
）

１
３
１
１
）
で
も
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

担
当
課
・
係
か
ら

ひ
と
こ
と

お
知
ら
せ

　 

掲
示
板

● 

実
施
日
時
・
場
所

　

 

10
月
25
日 

（
木
）　

　

・
鹿
追
町
農
協
事
務
所
前　

‥
‥  

午
前
９
時
30
分 

〜 

10
時
30
分

　

・
自
衛
隊
鹿
追
駐
屯
地
内　

‥
‥  

午
前
11
時 

〜 

午
後
０
時
30
分

　

・
鹿
追
町
図
書
館
横　

‥
‥
‥
‥  

午
後
２
時 

〜 

４
時

　
※  

バ
ス
の
運
行
状
況
に
よ
り
、
多
少
時
間
に
変
動
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、 

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
※ 

献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

次
の
方
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
（
主
な
も
の
）

　
・ 

過
去
１
カ
月
以
内
に
２
０
０
ml
か
、
男
性
３
カ
月
・
女
性
４
カ
月

以
内
に
４
０
０
ml
献
血
を
さ
れ
た
方

　
・
過
去
２
週
間
以
内
に
成
分
献
血
を
さ
れ
た
方

　
・ 

満
16
才
未
満
お
よ
び
65
才
以
上
の
方
（
た
だ
し
、
60
歳
以
上
の
方

で
献
血
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
69
歳
ま
で
可
能
）

　
・
現
在
妊
娠
中
の
方
、
授
乳
中
の
方

　
・
体
重
が
男
性
45 

㎏
、
女
性
40 

㎏
未
満
の
方

　
・
最
高
血
圧
が
90 

㎜ 

Hg
未
満
の
方

　
※ 

当
日
、
医
師
の
問
診
に
よ
っ
て
は
お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
民
課 

住
民
生
活
係

　

善
意
の
献
血
に
よ
る
血
液
が
無
駄
な
く
有
効

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
需
要

に
見
合
っ
た
献
血
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
移
動
採
血
車

に
よ
る
献
血
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
に
ご
協
力
を
！

　

神
田
日
勝
記
念
美
術
館

　

東
京
都
練
馬
に
生
ま
れ
、
東
京

大
空
襲
の
戦
火
を
避
け
て
小
学
2

年
生
の
と
き
笹
川
に
戦
時
入
植
し

た
神
田
日
勝
は
、
営
農
の
か
た
わ

ら
独
学
で
油
彩
画
を
制
作
、
全
道

展
・
独
立
展
に
作
品
を
発
表
、
風

土
性
を
漂
わ
せ
た
画
風
に
よ
り
没

後
リ
ア
リ
ズ
ム
の
代
表
的
画
家
の

一
人
と
し
て
美
術
史
に
定
位
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
美
術
館
で
は
絶
筆
で
あ
る

「
馬
」（
未
完
）
を
中
心
に
展
覧
会

出
品
作
を
１
階
の
展
示
構
成
を
行

い
、
２
階
に
は
小
品
・
素
描
の
展

示
の
ほ
か
、
ア
ト
リ
エ
の
復
元

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
お
り
、
夭よ
う
せ
つ折

画
家
の
代
表
作
の
ほ
ぼ
半
数
を
常

陳
し
て
い
ま
す
。

福
原
記
念
美
術
館

　

十
勝
の
ス
ー
パ
ー
業
界
に
大
き

な
足
跡
を
残
す
福
原
治
平
氏
が
私

財
を
投
じ
て
収
集
し
た
美
術
作
品

を
展
示
す
る
美
術
館
で
す
。
五
つ

に
区
分
さ
れ
た
特
色
あ
る
展
示
室

に
は
地
元
の
み
な
ら
ず
、
日
本
を

代
表
す
る
画
家
の
名
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

第
1
展
示
室
は
斉
藤
斎
・
藤
井

範
子
・
大
野
廣
子
・
田
中
彰
の
大

作
、
第
2
展
示
室
は
日
本
画
と
彫

刻
の
世
界
と
し
て
伊
藤
深
水
な
ど

の
作
品
、
第
3
展
示
室
に
は
書
や

短
冊
の
秀
作
、
第
4
展
示
室
に
は

神
田
日
勝
・
一
明
・
絵
里
子
を
含

む
洋
画
の
作
品
、
第
5
展
示
室
に

は
横
山
大
観
や
岩
橋
永
遠
な
ど
の

日
本
を
代
表
す
る
画
家
の
作
品
が

並
び
ま
す
。
そ
し
て
鑑
賞
後
の
余

韻
を
味
わ
う
た
め
の
落
ち
着
き
の

あ
る
喫
茶
室
も
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

共
通
入
館
券

　

画
家
の
圧
倒
的
迫
真
力
で
心
を

ゆ
す
る
神
田
日
勝
記
念
美
術
館
、

芸
術
の
香
り
漂
う
名
品
を
そ
ろ
え

た
福
原
記
念
美
術
館
。
い
ず
れ
も

北
海
道
で
も
ま
れ
な
二
つ
の
美
術

館
の
魅
力
と
醍だ
い
ご
み

醐
味
を
こ
の
共
通

券
に
よ
り
同
時
に
満
喫
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
入
館
料
】

■
一
般
：
６
０
０
円

■
高
校
生
：
３
０
０
円

■
小
中
学
生
：
２
０
０
円

「
神
田
日
勝
記
念
美
術
館
」
と
「
福

原
記
念
美
術
館
」
な
ど
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　鹿追市街の南北の入り口に建つ「神田日勝記念美術館」と「福原記念美術館」
という個性的な二つの美術館の魅力を多くの方々に知っていただきたいと、かね
てから準備を進めてきた共通入館券が発売されることになりました。

作品名：馬

神田日勝記念美術館と福原記念美術館の
共通入館券が発売されます
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町の話題      town’s  topics 

　９月２日、帯広鹿追会（土井清夫会長、会員
161 人）の創立 40 周年を祝う記念式典がとかち
館（帯広市）で開催されました。
　午前中はパークゴルフで交流し、その後記念式
典を開催。会員ら 100 人が出席し、土井会長が

「40周年を迎えたことは感慨深い。これを新たな
スタートとし会員増強に努めたい」と式辞。祝辞
では米沢則寿帯広市長および𠮷田弘志町長が長年
の植樹に対する感謝を述べました。交流会では白
蛇姫舞などが披露され、節目に花を添えました。

白蛇姫舞が節目に花を添える
帯広鹿追会40周年記念式典top

ics

　８月 28 日、鹿追町「花と芝生の町づくり」推
進協議会（窪田秀俊会長）への国土交通大臣感謝
状伝達式が、役場応接室で行われました。
　これは、国土交通省が8月1日から31日まで実
施の「道路ふれあい月間」に、道路愛護等に顕著
な団体を表彰するもの。伝達式では、北海道開発
局帯広開発建設部の大内幸則部長から窪田会長へ
感謝状を伝達。窪田会長から「特に道路清掃には
多くの町民の皆さまが参加していただいた。今後
も活動に努めたい」と謝辞が述べられました。

花の「うるおい」を広げる活動
「花と芝生の町づくり」推進協議会へ国交相感謝状伝達top

ics

　８月20日、「第20回馬耕忌」（同実行委員会主催）
が、町民ホールで開催され、日勝ファンら 60 人
が参加しました。
　命日の８月 25 日に近接する日曜日に開催。ス
テージには神田日勝の遺影の前に野草で飾られた
祭壇が用意されました。画家三岸好太郎・節子・
黄太郎遺族の三岸太郎氏、一宮市三岸節子美術館
学芸員の堤祐子氏および菅訓章館長による鼎

ていだん

談が
行われました。また田中光俊氏によるギター演奏
も行われました。

開館以来神田日勝の命日を忍ぶ
第20回馬耕忌top

ics

town’s topics   

９  

月

８  

月
20/ 月
22/ 水
24/ 金

25/ 土
26/ 日

29/ 水

１/ 土

４/ 火

６/ 木

９/ 日

12/ 水

14/ 金

□第 36 回農民大運動会
□第５回秋季ソフトボール大会〜 9/14
□第 52 回西部十勝４町高齢者ゲート
ボール大会 □第 14 回農業委員会総会
□アート・キッズ・クラブ
□第 27 回鹿追町民パークゴルフ大会
□第 35 回十勝西北部選抜少年野球鹿追
大会 □ピュアモルトクラブ夏祭り□第
20 回馬耕忌
□議会全員協議会

□読書フェスティバルＩＮしかおい〜
2 日
□新出紀久雄と水彩画の仲間たち展〜
23 日
□平成 24 年第３回鹿追町議会定例会
□第 32 回瓜幕マラソン大会
□第 24 回西部十勝陸上競技大会 □第 38
回鹿追町民バドミントン大会 □「救急
の日」救急医療講演会
□平成 24 年第３回鹿追町議会定例会一
般質問
□平成 24 年度鹿追町敬老会

　９月14日、「平成24年度鹿追町敬老会」（町主催）
が町民ホールで開催されました。
　満75歳以上803人と金婚式夫妻23組を招待し
300人が参加。𠮷田弘志町長が「今日の繁栄は皆
さまの努力と苦労の結果。今後も知識と経験で指
導をお願いしたい」とあいさつ。102歳の脇坂ア
ヤさんをはじめ、101歳、100歳、99歳（白寿）、
88 歳（米寿 )、80 歳（傘寿）の計 78 人および金
婚式夫妻に祝い状などが贈られました。祝宴では
フラダンスやカラオケの余興を楽しみました。

今日までの努力と苦労に感謝
鹿追町敬老会top

ics

　９月９日、「『救急の日』救急医療講演会」（町、
消防署主催）が町民ホールで開催され、町民105
人が参加しました。
　講演ではまず、国保病院の白川拓院長が町内の
救急搬送状況、続いて消防署担当者が救急車が到
着するまでの意識確認や呼吸管理などを実演動画
を交えて説明しました。特別講演では北斗病院の
金藤公人脳神経内科部長が脳卒中について、速や
かに専門病院へ搬送し治療開始することの重要性
を説明しました。

急病時はためらわずに「119」番を
救急医療講演会top

ics

　９月１〜２日、「読書フェスティバルＩＮしか
おい」（同実行委員会主催）が図書館および町民
ホールで行われました。
　人形劇と読み聞かせの会や昔の遊び伝承、絵本
作家の宮西達也氏を講師に招き、読み聞かせセミ
ナー（写真）が実施されました。宮西氏の講演会
には、幼児から大人まで約 50 人が参加。実際に
絵本の読み聞かせを披露し、「文章と絵を読み取
り、自分自身の感性で絵本を楽しむ」と読み聞か
せのポイントや絵本に込めた思いを語りました。

絵本作家　宮西達也氏が講演
読書フェスティバルＩＮしかおいtop

ics
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窪 田　秀 俊 さん  （新町２）

鹿追町「花と芝生の町づくり」
推進協議会 会長

花を楽しみながら潤いある環境づくり。
花で人と人が交流してほしい。

− 78−

　

平
成
12
年
９
月
に
制
定
さ
れ
た
「
鹿
追

町
環
境
美
化
宣
言
」。
こ
れ
を
受
け
、
花
と

緑
に
よ
る
潤
い
の
あ
る
町
並
み
の
景
観
整

備
と
観
光
客
誘
致
の
た
め
、
民
間
団
体
と

し
て
同
年
11
月
に
「
鹿
追
町
『
花
と
芝
生

の
町
づ
く
り
』
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
た
。
同
会
で
は
５
月
下
旬
「
花
市
」
や

７
月
「
花
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
、
道
路
花

壇
な
ど
の
植
栽
や
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
、
そ

し
て
平
成
20
年
か
ら
毎
年
実
施
す
る
道
路

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
な
ど
の
活
動
を
行
う
。

窪
田
さ
ん
は
平
成
23
年
か
ら
会
長
を
務
め

る
。

　

８
月
28
日
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
同
会

へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
こ
れ
は
国
土
交

通
省
が
毎
年
8
月
1
日
か
ら
31
日
に
実
施

す
る
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
、
道
路

愛
護
等
に
関
し
て
功
績
が
特
に
顕
著
な
民

間
団
体
等
を
表
彰
す
る
も
の
。
同
会
が
中

心
と
な
っ
て
町
民
と
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

道
路
清
掃
や
花
の
植
栽
が
評
価
さ
れ
た
。

　
「
感
謝
状
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
道
路
清
掃
に
参
加
い
た
だ
い
た
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
大
西
光

前
会
長
以
下
会
員
皆
が
努
力
し
て
き
た
お

か
げ
。
私
は
ま
だ
会
長
に
な
っ
た
ば
か
り

だ
か
ら
」
と
恐
縮
す
る
。

　

そ
の
一
方
、
同
会
の
発
展
の
た
め
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
を
巡
ら
す
。

　

た
と
え
ば
花
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
は
、

「
継
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
に
は
会
員
や

住
民
同
士
で
花
に
つ
い
て
の
知
識
の
共
有

や
協
働
が
必
要
。
た
と
え
ば
株
分
け
や
花

が
欲
し
い
な
ど
の
情
報
共
有
や
植
栽
方
法

に
つ
い
て
連
携
が
で
き
れ
ば
今
後
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
」
ま
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
道
路
清
掃
に
つ
い
て
「
今
ま
で

国
道
や
道
道
を
中
心
に
実
施
し
て
き
た
が
、

主
要
道
以
外
の
道
路
や
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ

ン
グ
の
清
掃
も
重
要
。
短
い
距
離
を
集
中

し
て
行
い
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
「
花
の
ガ
イ
ド
」
の
必
要
性
に

言
及
。「
花
の
種
類
や
育
て
方
な
ど
一
つ
ひ

と
つ
説
明
が
あ
る
と
お
客
様
は
よ
り
知
識

が
深
ま
る
。
庭
主
さ
ん
の
花
へ
の
思
い
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
の
情
熱
や
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
伝
え
た
い
と
同
時
に
、
人
と
人
と
の
出

会
い
を
大
切
に
し
た
い
。
ま
た
美
術
館
や

道
の
駅
と
連
携
し
集
客
増
を
図
り
た
い
」

　

結
び
に
「
住
ん
で
い
て
楽
し
い
、
美
し

い
町
づ
く
り
の
た
め
、
で
き
る
こ
と
か
ら

一
つ
一
つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

　

生
粋
の
鹿
追
っ
子
で
現
在
60
歳
。
本
業

や
さ
ま
ざ
ま
な
役
職
で
多
忙
の
合
間
を
縫

い
、
自
宅
の
花
や
野
菜
の
世
話
に
精
を
出

す
。

8

気
を
つ
け
て
！ 
悪
質
商
法

 

気
を
つ
け
て
！ 
悪
質
商
法

　
　
　
　
　
　
　

10
月
の 

消
費
生
活
相
談
員 

相
談
日 

10
月
の
「
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
来
町
相
談
日
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
相
談
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
相
談
日　

10
月
９
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

●
会　

場　

ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員　

上
村 

正
子
（
か
み
む
ら 

ま
さ
こ
）
帯
広
市
在
住

※  

こ
の
日
以
外
で
も
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
役
場
商
工
観
光
課

（
☎
（
66
）
４
０
３
４
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

瓜
幕
中
２
年
生
が
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
防
除

体
験

　
　
　
　
　
　

商
工
観
光
課 

商
工
振
興
労
政
係

　

９
月
５
日
、
鹿
追
町
立
瓜
幕
中
学
校
（
中
村

宏
喜
校
長
）
の
２
年
生
８
人
が
、
小
中
高
一
貫

教
育
の
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
新
地
球
学
」
授

業
の
一
環
と
し
て
、
然
別
湖
で
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ

ニ
防
除
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

特
定
外
来
生
物
で
あ
る
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
は
、

平
成
２
年
こ
ろ
に
然
別
湖
へ
持
ち
込
ま
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、然
別
湖
に
生
息
す
る
オ
シ
ョ

ロ
コ
マ
の
亜
種
ミ
ヤ
ベ
イ
ワ
ナ
や
水
草
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

捕
獲
許
可
を
持
つ
役
場
職
員
が
、
あ
ら
か
じ

め
設
置
し
た
か
ご
で
捕
獲
し
た
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ

ニ
を
陸
上
に
引
き
上
げ
、
生
徒
は
ウ
チ
ダ
ザ
リ

ガ
ニ
の
は
さ
み
に
気
を
つ
け
な
が
ら
雌
雄
の
判

別
や
体
長
な

ど
を
ノ
ギ
ス

で
測
定
す
る

作
業
を
行
い

ま
し
た
。

町
自
然
公
園
施
設
運
営
協
議
会
と
町
観
光

協
会
が
然
別
湖
園
地
に
つ
い
て
答
申

　
　
　
　
　
　
　
　

商
工
観
光
課 

観
光
振
興
係

　

９
月
12
日
、
鹿
追
町
自
然
公
園
施
設
運
営
協

議
会（
小
森
忠
利
会
長
）と
鹿
追
町
観
光
協
会（
山

岸
宏
会
長
）
が
、
８
月
28
日
に
町
よ
り
意
見
を

求
め
ら
れ
て
い
た
然
別
湖
畔
園
地
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
𠮷
田
弘
志
町
長
へ
答
申
を
行
い
ま
し

た
。

　

答
申
で
は
、
昨
年
の
台
風
で
水
位
が
上
昇
し

土
砂
堆
積
や
芝
が
流
出
、
湖
畔
へ
の
通
路
が
階

段
の
み
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
な
い
、

湖
岸
の
浸
食
や
雑
木
林
に
よ
る
眺
望
が
妨
げ
ら

れ
て
い
る
、
護
岸
擁
壁
が
浸
食
さ
れ
危
険
で
あ

る
な
ど
の
整
備
が
必
要
と
し
ま
し
た
。
𠮷
田
町

長
は
答
申
を
受
け
、「
で
き
る
こ
と
は
町
自
ら
早

急
に
対
策
を
実
施
し
た
い
。
護
岸
な
ど
規
模
が

大
き
い
整
備

に
つ
い
て
は

国
や
道
の
関

係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら

整
備
を
進
め

た
い
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

　

  【 

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺 

に
ご
注
意
を 

】

　
銀
行
や
カ
ー
ド
会
社
な
ど
の
メ
ー
ル
を
装
い
、
消
費
者
に
偽
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
、
カ
ー
ド
番
号
や
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
な

ど
を
入
力
さ
せ
て
不
正
に
個
人
情
報
を
盗
む
犯
罪
で
す
。

◆ 

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
・�「
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
当
選
し
ま
し
た
。
サ
イ
ト
に
必
要
事
項
を
入
力

し
て
く
だ
さ
い
」「
○
○
支
援
の
た
め
、
サ
イ
ト
か
ら
募
金
を
お

願
い
し
ま
す
」な
ど
の
メ
ー
ル
で
誘
導
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
・�

メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
リ
ン
ク
を
安
易
に
ク
リ
ッ
ク
せ
ず
、

検
索
サ
イ
ト
な
ど
で
調
べ
て
正
式
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ど
う
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
・�

メ
ー
ル
の
送
信
者
名
が
有
名
企
業
だ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
信
用
す
る

の
は
危
険
で
す
。特
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
な
ど
大
切
な
情
報
を
打
ち
込
む

必
要
が
あ
る
場
合
は
慎
重
に
。
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不活化ポリオワクチン接種が 
始まります

☆お知らせ☆   母子手帳発行の際には 事前に電話予約をお願いします

　トリムセンターでは随時母子手帳の発行を行っていますが、保健師が不在になったり、
健診などですぐに対応できず、お待ちいただく場合があります。
　事前に、トリムセンター（☎66-1311）までお電話ください。

健康へのメッセージ

シリーズ野菜 ⑥

　今は一年中、ハウス栽培などで豊富な種類の野菜が手に入ります。
とはいえ、いちばん味がよく、栄養価が高い上に価格が比較的安いのが
旬の野菜たち。
　「シリーズ野菜」では、旬の野菜を賢く食べる方法をご紹介します。

 巡回健康バス一般開放日は 10月18日（木）です

　巡回健康バス一般開放日は10月18日（木）です。脳のトレーニングや体脂肪を
測るなどの機器がありますので、ご利用希望の方はトリムセンター事務所に声を掛け
てください。

　不活化ポリオワクチン接種はいつから開始しますか？

　☆開 始 日　平成24年10月1日から
　☆場　　所　鹿追町国民健康保険病院（東町１丁目38番地　☎66-2031)
　☆接種日時　毎週水曜日　午後１時30分～午後３時30分
　　　　　　　※必ず接種日の1週間以上前に国民健康保険病院へ予約してください
　☆料　　金　無料（町負担）

　不活化ポリオワクチンの接種回数・年齢・方法はどのようになりますか？

今まで これから
ワクチン

の種類
経口生ポリオ

ワクチン 不活化ポリオワクチン

接種回数 2回
　　　　　　　・初回接種：3回
　　　　　　　・追加接種：1回（実施予定　※２参照）

対象年齢 ３カ月
～ 90カ月

・初回接種：生後３カ月～ 12カ月に３回（20日以上の間隔をおく） 
・追加接種：初回接種終了後12カ月～ 18カ月（最低６カ月後）に１回
※１  生後３カ月～ 12カ月の間に不活化ポリオワクチン接種を受けられな

かった場合でも、生後90カ月に至るまでの間であれば接種できます。
※２  今後導入予定の４種混合ワクチン（不活化ポリオワクチン・ジフテリ

ア・破傷風・百日咳）については、追加接種を実施します。 
ただし、不活化ポリオワクチンのみの追加接種については、効果が明
らかになり次第、実施予定です。

接種方法 集団接種
経口

個別接種
皮下注射

接種場所 トリムセンター 国民健康保険病院

　不活化ポリオワクチン接種は何回受ければいいですか？

今まで受けたポリオワクチンの種類および接種回数 ⇒ 今後の対応方法

生ポリオワクチン
０回
１回
２回

⇒ 不活化ポリオワクチン４回接種
⇒ 不活化ポリオワクチン３回接種
⇒ 必要なし

不活化ポリオワクチン １～３回 ⇒ 不活化ポリオワクチン接種が合計で４回となるよう接種

　不活化ポリオワクチン接種を任意で受けましたが、補助はしてくれるのですか？

　任意で受けた分については補助できません。
あくまで平成24年10月からの定期接種が補助の対象になります。

■問合せ先：トリムセンター　福祉課　食育健康推進係　☎66-1311

●栽培・収穫●
　北海道は大根の生産量第1位で、夏秋期を迎え
ると全国各地への移出が盛んになります。6月～
10月の道内では道内産がほぼ100％となります。
冬春期間は千葉県、神奈川県、茨城県などから移
入されています。
　北海道での栽培時期は3月～ 10月。大部分が
路地栽培ですが、一部ハウス栽培やトンネル栽培
もあります。

●栄養成分・効用●
　大根は根の部分と葉の部分があり、栄養価は大
きく違ってきます。根の部分には水分が多く、で
んぷん分解酵素のアミラーゼを多く含んでおり、
消化を助けます。大根の辛味は、シニグリンとい
う物質が分解されてできるカラシ油によるもので
す。また、切り干し大根にすると栄養価が高くな
り、甘みや風味も加わりおいしくなります。一方、
葉は緑黄色野菜でカルシウムやビタミン類を多く
含み、骨粗しょう症やかぜの予防に役立ちます。

・大根に含まれる食物繊維とカルシウム含有量
食物繊維 カルシウム

大根１鉢分（150g） 2.1g 36mg
切り干し大根１鉢分（10g） 2.1g 54mg

大根の葉（50g） 2.0g 130mg

●選び方●

●調理法●
　葉は、買ったその日のうちにすぐに調理しま
しょう。炒め物や、刻んで味噌汁に入れると色鮮
やかで栄養満点の一品になります。根は大根おろ
しや煮物、切り干し大根、漬物、サラダなどさま
ざまな料理に使えます。

●保存方法●
　必ず葉を切り取ります。葉はよく洗い、水切り
してから細かく刻んでポリ袋に入れ平らにして冷
凍します。根は貯蔵性が良いため、ラップに包み
冷蔵庫に貯蔵すると2カ月ほど保存ができます。
冬期間はむろや土中での貯蔵もできます。

だいこん Japanese Radish
　煮てよし、漬けてよし、生でよし、日本人にもっともなじみのある根菜

葉は緑色が新
鮮で、切り口が
みずみずしく花
茎が出ていない

全体に光沢が
あり、皮に張
りがある

肩部の緑色が
鮮やかである

ひげ根の跡が
直線状に並び、
その穴が小さい
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通 

信

お気軽にご相談ください

鹿追町トリムセンター内

地域包括支援センター

居宅介護支援事業所

☎ 66-1311   � 66-1818

高齢者の方が元気でいられるためのお手伝いをします

　鹿太郎さんはお友達の花子さん夫婦（85歳）の
ところへ遊びに行くと、花子さん夫婦も生活に不
安があることを知り、かいご先生に相談すること
を提案しました。

　かいご先生、心配ごとがあるので相談
にのってください。私は今、夫と一緒に
生活しているけど、心臓病があって、何
かあったときにどうしたらよいでしょ
うか。夫も介護サービスを受けていて夫
に頼ることもなかなか難しくて･･･。
　　
　夫婦で生活していても、何かあったと
きに急に助けを呼ぶことはなかなか難し
いですよね。

　以前から呼吸が苦しくなって病院に
行くこともあったし、救急車を呼んだこ
ともあったけど、急に苦しくなったとき
に救急車を呼べるかどうか心配です。

　

　そうですね。それであれば、緊急通報
機器の設置申請をお勧めします。
　この機器は、緊急通報機器やペンダン
ト型ボタンを押すか熱感知器が異常を感

知したときに緊急通報システムが作動し、自動的
に消防署に通報され、消
防署による状況確認が
行われます。右図が緊急
通報機器です。

　緊急通報機器の申請はどうしたらい
いですか。

　緊急通報機器の申請は福祉課で行って
ください。もし申請が通れば、無料で貸
し出され、設置することができますよ。

　設置できれば、日常生活も安心して
生活することができると思います。

〜 次号へつづく 〜

知っておこう!! 緊急通報機器について

　〜 訪問ボランティアをご存じですか？ 〜

　町では、認知症サポーター養成講座を受けられた方の中で、ご協力いただける方に「訪問ボランティア」
をお願いしています。現在、訪問ボランティアとして２人の方が登録し、
認知症の方や、一人で外出することが難しくお話し相手を希望されてい
る方のご自宅を訪問していただいています。高齢者の方も来てくれるこ
とをとても楽しみにしているようです。
　訪問ボランティアについての詳しい内容は、鹿追町地域包括支援セン
ター（トリムセンター内）までお問い合わせください。

前回までのあらすじ･･･鹿太郎さんは、生きがいデイサービスの申請を行い、週１回通所す
るようになり以前よりも活動的になりました。また、友人と交流する機会も増え、楽しい
生活を送ることができるようになったようです。 かいご先生

国民年金
インフォメーション

Information

町民課 戸籍年金窓口係

年金を受給されている方が死亡したときに…

未支給年金の手続きをご存じですか？

花子さん

地域包括支援センターからのお知らせ

　年金を受けている方がお亡くなりになり、その
方に支払われるはずであった年金が残っていると
きには、ご遺族の方からの請求により未支給年金
を受けとることができます。

　年金は、原則、受給されている方がお亡くなり
になった場合亡くなった月の分までが支払われま
す。しかし、亡くなられた方に支払われるはずの
年金が支払えずに残っている場合には、その分の
年金（未支給年金といいます。）を、ご遺族の方で、
死亡された方と生計を同じにしていた　①配偶者
　②子　③父母　④孫　⑤祖父母　⑥兄弟姉妹　
が代わりに受け取ることができますので、「未支給
年金・保険給付請求書」の手続きをしてください。
請求できる順位も上記番号のとおりです。
　また、受給権を満たしていて手続きをすれば年
金を受けられる方が、その手続きをしないで死亡
してしまった場合も、遺族の方は未支給年金を受
けることができます。

　未支給年金の手続きには、以下の書類が必要と
なります。
１． 年金を受けていた方が亡くなったことを確認で

きる戸籍謄本、戸籍抄本または住民票の除票
２． 亡くなった方と、未支給年金を請求される方と

の続柄が確認できる戸籍謄本または戸籍抄本
※ １と２を戸籍謄本で確認できる方は、戸籍謄本
は１部
３． 亡くなった方と未支給年金を請求する方が、同

一生計だったことが確認できる住民票の写し
※ 亡くなった方と別居していた方など、住民票で
同一生計であったことが確認できない方は、別
途「生計同一申立書」が必要です。
４． 未支給年金を請求される方の振込先が確認で
きる金融機関の通帳

５． 亡くなった方の年金証書
※ 亡くなった方の年金証書を紛失された場合は、
ご請求時にその旨をご記入いただきます。

～必要書類の具体例～

請求者が配偶者の場合

・亡くなった方の年金証書
・亡くなった方の住民票除票
・亡くなった方の戸籍謄本
・請求者の住民票
・請求者の預金通帳
・住民票が別世帯の場合には生計同一申立書

請求者が子の場合

・亡くなった方の年金証書
・亡くなった方の住民票の除票
・請求者の戸籍抄本
・請求者の住民票
・請求者の預金通帳
・住民票が別世帯の場合には生計同一申立書

　「未支給年金・保険給付請求書」の提出先は、お
近くの年金事務所です。ただし、亡くなられた方
が国民年金だけを受給していた場合に限り、役場
戸籍年金窓口係へも請求書を提出することができ
ます。

■問合せ先
　詳しくは、帯広年金事務所お客様相談室 
☎0155（65）5001 または役場町民課戸籍年金窓
口係　☎（66）4031へお問い合わせください。

未支給年金の請求

未支給年金手続きに必要な書類
提出先は？
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情報ＢＯＸ

　神田日勝記念美術館では、今年も全国公募の
小中学生対象の「馬の絵作品展」を開催します。
鹿追町内の小中学生も数多く応募し、数々の力
作が展示されますのでぜひご来場ください。
■会　期　10月２日（火）〜 10月９日（火）
■会　場　町民ホール（東町３丁目２）
■観覧料　無料
■問合せ　神田日勝記念美術館（☎66-1555　
ホームページ　http://www.kandanissho.com/）

社会教育課 神田日勝記念美術館係（☎ 66-1555）

 「第 18 回馬の絵作品展」開催のお知らせ

お知らせ

　地域保育所を訪問し、集団生活を経験してい
るお友だちと、地域ならではの楽しい活動を体
験しませんか？ 対象は、地域（上幌内・笹川・
瓜幕・通明）の未就学児と保護者です。
■通明保育所開放日（中瓜幕西 20 線 25）

・日　時：10月23日（火）午前10時〜 11時30分
・内　容：保育所児との交流・発表会遊び
■申込み　必要ありません。当日、各保育所に
お越しください。
■持ち物　親子の上履き・飲み物など

子育て支援センター（☎ 66-2239）

 『森のともだち』のお知らせ

お知らせ

情報ＢＯＸ

　行政相談委員は、あなたと行政のパイプ役で
す。本町の行政相談委員「上本周司さん」が地
域住民からの行政に対する苦情、要望などの相
談に応じます。
■ 10 月 17 日「特設行政相談所」を開設します
　行政相談委員が、住民の皆さまの行政に対す
る苦情や意見・要望などの相談に応じます。相
談は無料で、秘密は厳守します。
■日時　10月17日（水）午後１時30分〜３時30分
■場所　町民ホール 日本間（東町３丁目２）
※相談は特設行政相談所以外でも随時受け付け
ています。役所の仕事について納得できないこ
と、困っていること、ご意見・ご要望などあり
ましたら、お気軽に行政相談委員にご連絡くだ
さい。
■鹿追町の行政相談委員は、上本周司さん
　（西町３丁目　☎66-2278）
■釧路行政評価分室でも常時相談を受け付けて
います。「行政苦情 110 番」（全国共通 ☎ 0570-
090110）をご利用ください。

企画財政課 広報広聴係（☎ 66-4032）

10 月 15 日～ 21 日は「行政相談週間」
国の行政などに関する相談をお寄せください

お知らせ
　鹿追保育園を訪問し、集団生活を経験してい
るお友だちと、楽しいひとときを過ごしませんか？
■対　象　町内在住の未就学児と保護者
■日　時　10月17日（水）午前10時〜 11時30分
■場　所　鹿追保育園（緑町３丁目☎66-2754）
■内　容　保育園との交流
■持ち物　親子の上履き・飲み物
■申込み　必要ありません。当日鹿追保育園に
お越しください。
■その他　天候によっては、園庭での遊びも予
定しています。

子育て支援センター（☎ 66-2239）

 『保育園開放日』のお知らせ

お知らせ

　農繁期に保護者の皆さまをサポートするた
め、お子さんをお預かりいたします。詳細につ
いては、子育て支援センターまたは鹿追保育園
にお尋ねください。なお、保護者のリフレッシュ
のためのご利用はご遠慮ください。
■対　象　１歳〜就学前のお子さん
■日にち　10月７日・８日・14日
■場　所　子育て支援センター（東町２丁目５）
■申込み　希望日３日前に子育て支援センター
または鹿追保育園にお申し込みください。緊急
にご利用の場合は、ご相談ください。

子育て支援センター（☎ 66-2239）

 『休日一時保育』のお知らせ

お知らせ

　毎月計画しています。気軽にご利用ください。
■対　象　町内在住で一度もセンターを利用し
たことがない未就学児と保護者
■日　時　10月31日（水）午後１時30分〜５時
■場　所　子育て支援センター（東町２丁目５）
■申込み　必要ありません。
※ この日の午後は、一般開放をしておりませ
んのでご了承ください。

子育て支援センター（☎ 66-2239）

 『はじめましての日』のお知らせ

お知らせ

　毎月計画しています。気軽にご利用ください。
■対　象　町内在住の妊婦さんと６カ月未満の
親子が対象です。
■日　時　10月22日（月）午前10時〜 11時30分
■内　容　親子の交流・ベビーマッサージなど
■場　所　子育て支援センター（東町２丁目５）
■持ち物　バスタオル
■申込み　必要ありません。
※ この日の午前は、一般開放をしておりませ
んのでご了承ください。

子育て支援センター（☎ 66-2239）

 『赤ちゃんの日』のお知らせ

お知らせ

　親子で仮装し、楽しいひとときを過ごしませ
んか？
■対　象　町内在住の未就学児と保護者
■日　時　10月29日（月）午前10時〜 11時30分
■内　容　子育て支援センターに集合し、町内
をお散歩します。
■場　所　子育て支援センター（東町２丁目５）
■申込み　10月25日（木）支援センターまで
■その他　10月24日・25日の午前は、ハロウィ
ン製作を予定しています。

子育て支援センター（☎ 66-2239）

 『ハロウィン』のお知らせ

お知らせ

　住み慣れた地域で最期まで生活するために、
一人でも多くの方に在宅での看

み と

取りの喜びを感
じてもらえる機会として、シンポジウムを開催
することになりました。
■日　時　10月13日（土）午後１時30分〜４時30分
■場　所　町民ホール（東町３丁目２）
■入場料　無料
■内　容　第１部：基調講演

「在宅ケアの不思議な力」　　　秋山　正子 氏
「支える医療、福祉を主体としたまちづくり」
　　　　　　　　　　　　　　  村上　智彦 氏
第２部：パネルディスカッション
・看取りを経験した家族からのメッセージ
　　　　　　　　　　　（かしわのもり家族会）
・高校生から家族へのメッセージ
　　　　　　　　　　　（北海道鹿追高等学校）
■申込み　10 月５日（金）までに鹿追町包括
支援センターへ申込みください。

鹿追町地域包括支援センター（☎ 66-1311）

 かしわのもり 10 周年記念
シンポジウムのお知らせ

お知らせ

　鹿追町では、鹿追町職員（看護師・准看護師）
を募集します。
■試験区分および採用予定人数
　看護師、准看護師（計３人）
■職務内容
　鹿追町国民健康保険病院で看護師業務に従事 
■受験資格　看護師または准看護師の資格を有
する方。鹿追町内に居住できる方。ただし、次
の各号のいずれかに該当する方は受験できません。
① 日本の国籍を有しない者 
② 地方公務員法第16条の各号のいずれかに該
当する者 
・成年被後見人および被保佐人
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わる
まで、またはその執行を受けることがなくなる
までの者 
■採用年月日　平成24年12月１日 
■試験日時　応募者に後日通知　
■試験会場　鹿追町役場（東町１丁目15）　
■試験方法　面接試験 
■申込書の請求および申込先　
　鹿追町役場総務課総務係
■申込期限　平成24年10月12日必着
■給与等　鹿追町条例に基づきます。 
■その他　職員採用試験申込書には「看護師ま
たは准看護師資格の写し」を添付してください。 
■問合せ先 
鹿追町役場総務課総務係（☎ 0156-66-2311）
鹿追町 国民健康保険病院    （☎0156-66-2031）

総務課総務係（☎ 66-2311）、国保病院（☎ 66-2031）

鹿追町職員（看護師・准看護師）を
募集します

募　　集
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■ 

不
審
な
電
話
・
訪
問
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

広
報
し
か
お
い
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
不
審
な
電
話
へ
の
注

意
に
つ
い
て
、
道
内
で
新
た
な
振
り
込
め
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審
電
話

の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

　

被
保
険
者
の
自
宅
に
社
会
保
険
事
務
局
を
名
乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ

り
、「
医
療
費
の
過
払
い
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
伝
え
る
番
号
に
電
話
を
し
て
欲
し
い
」
と
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
教
え
ら
れ
た
電
話
番
号
に
連
絡
す
る
と
、「
医
療
費
の
過
払
い
に
つ
い
て
既
に
２
度

通
知
を
送
っ
て
い
る
。
過
払
い
額
が
戻
る
た
め
、
口
座
番
号
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た

た
め
、
不
審
に
思
っ
た
被
保
険
者
が
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
連
絡
し
、
今
回
の

事
例
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
お
よ
び
広
域
連
合
か
ら
、
口
座
番
号
な
ど
の
確
認
を
行
う
際
は
、
文
書
に
て
連
絡
を
行
い
、

本
人
・
家
族
に
内
容
を
把
握
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
連
絡
を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
訪
問
や

電
話
で
口
座
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
９
月
に
も
自
治
体
職
員
を
名
乗
る
者
が
被
保
険
者
宅
を
訪
問
し
、
期
限
切
れ
の
保
険

証
を
回
収
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
不
審
な
電
話
や
訪
問
者
が
あ
っ
た
場
合
は
、
次

の
よ
う
な
対
処
方
法
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
○ 

個
人
情
報
を
教
え
な
い
。（
特
に
口
座
関
係
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
○ 

電
話
を
か
け
て
き
た
相
手
ま
た
は
訪
問
者
に
名
前
・
電
話
番
号
を
聞
く
。

　
○ 

保
険
証
を
回
収
に
き
た
訪
問
者
に
は
身
分
を
証
明
さ
せ
る
。

　
○ 

す
ぐ
に
警
察
署
ま
た
は
役
場
に
問
い
合
わ
せ
る
。

 　
　
　
　
　
　
　

福
祉
課 

国
保
介
護
係
（
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
（ 

66
）
１
３
１
１

長
寿
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

秋の大型ごみ収集がはじまります

町民課 住民生活係
☎ 66-4031

Vol. 58

　秋の大型ごみ収集は、地区指定収集を10月12日から開始します。
指定シールを貼り、交通の妨げにならないよう集積所・ごみステーショ
ンへ排出してください。シールは指定ごみ袋販売店で取り扱いしてい
ます。（シールの貼っていないもの、指定
日以外に排出されたものは収集しません。）
　大型ごみは大人２人で持てる程度とし、
波トタンや布団などは結束して排出してく
ださい。
　指定日以外の排出される場合は、最終処
分場へ直接搬入となります。

●担当者からひとこと　　ご存知ですか？大型金属類の無料受け入れ　

　昨年まで5月・10月の年2回実施していた金属の無料受け入れを、今年度より通
年で実施しています。
・場所：一般廃棄物最終処分場（上幌内30番地１）
・日時：毎週火～土曜日　午後1時～５時
※埋立ごみと混載の場合、有料になりますのでご注意ください。

10 月 のカレンダー
■鹿追保育園開放日（鹿追保育園10:00）■移動
図書館車巡回（鹿追小学校1･6年10:25､ 笹川保
育所10:55､ 上幌内保育所12:15､ 上幌内小学校
12:50､ もみじの里15:00）■祖父母参観日（瓜幕
小学校10:40）■おはなしキャラバン（上幌内小
学校15:20）
■あそびサークル（子育て支援センター 10:00）
■シルバー体操教室（トリムセンター 10:00）
■移動図書館車巡回（瓜幕小学校10:20､ 鹿追中
学校13:10､ 瓜幕保育所15:30）■おはなしキャラ
バン（瓜幕小学校12:50）
■ウォーキング教室秋の遠足（トリムセンター
9:30）■移動図書館車巡回（鹿追幼稚園ばら･す
みれ組9:50､ 鹿追小学校3･5年10:25､ 笹川小学
校13:20､ 瓜幕中学校14:45､ 瓜幕団地15:10､ 瓜
幕支所15:30）

■赤ちゃんの日（子育て支援センター 10:00）
■未就園児親子登園（鹿追幼稚園9:30）■森のと
もだち（通明保育所10:00）■特別企画展「神田
日勝と新具象の画家たち」（神田日勝記念美術館
10:00）〜 12/9■食生活改善推進研修会例会（ト
リムセンター 13:30）
■もみじ工房育成会料理教室（トリムセンター
9:30）■移動図書館車巡回（通明小学校10:10､
通明保育所10:35､ 鹿追保育園11:30､ 鹿追小学校
2･4年13:20）
■シルバー体操教室（トリムセンター 10:00）
■おはなしキャラバン（通明小学校10:40）
■ウォーキング教室（然別河川PG場10:00）■白
寿大学（町民ホール10:00）
■文化祭（瓜幕中学校9:25）
■第 17 回鹿追町ライディングパーク乗馬競技発
表会（ライディングパーク9:30）
■ハロウィン（子育て支援センター 10:00）
■ 3･4 カ月児相談（トリムセンター 9:30）■男性
のためのやさしい食育講座③（トリムセンター
18:30）
■町 民 文 化 祭 作 品 展 示（町民ホール9:00）〜
11/4■はじめましての日（子育て支援センター
13:00）

■幼年消防ちびっ子防火教室（消防庁舎9:30）
■第 18 回馬の絵作品展（町民ホール10:00）〜 9
日■男性のためのやさしい食育講座②（トリムセ
ンター 18:30）
■ 24･30 カ月児相談（トリムセンター 9:30）■移
動図書館車巡回（鹿追幼稚園ばら･すみれ組9:50､
鹿追小学校1･6年10:25､ 笹川保育所10:55､ 上幌
内保育所12:15､ 上幌内小学校12:50、もみじの里
15:00）■ お は な し キ ャ ラ バ ン（笹川小学校
10:50）
■未就園児親子登園（鹿追幼稚園9:30）■シルバー
体操教室（トリムセンター 10:00）■移動図書館
車巡回（瓜幕保育所10:00､ 瓜幕小学校10:20､ 鹿
追中学校13:10）
■楽しい食育講座③（トリムセンター 9:30）
■ウォーキング教室（トリムセンター 10:00）
■移動図書館車巡回（鹿追小学校3･5年10:25､
笹川小学校13:20､ 瓜幕中学校14:45､ 瓜幕団地
15:10､ 瓜幕支所15:30）
■第 16 回鹿追そばまつり（道の駅しかおい特設
会場9:30）〜 7日■第18回馬の絵作品展表彰式（町
民ホール14:00）
■休日一時保育（子育て支援センター 9:00）
■休日一時保育（子育て支援センター 9:00）
■おひざだいすき！（6カ月児対象）（トリムセ
ンター 9:30）■ 6･12 カ月児健診（トリムセンター
9:30）
■移動図書館巡回（通明小学校10:10､ 通明保育
所10:35､ 鹿追保育園11:30､ 鹿追小学校2･4年
13:20）■ お は な し キ ャ ラ バ ン（鹿追小学校
11:35）
■あそびサークル（子育て支援センター 10:00）
■シルバー体操教室（トリムセンター 10:00）
■ 18 カ月 ･3 歳児健診 ･4 歳児フッ素塗布（トリム
センター 9:30）■ウォーキング教室（トリムセン
ター 10:00）■白寿大学（町民ホール10:00）■
地域ふれあい参観日（笹川小学校13:20）

■休日一時保育（子育て支援センター 9:00）■父
親参観日（鹿追幼稚園9:00）
■楽しい食育講座④（トリムセンター 9:30）
■ 2010 年の会（トリムセンター 10:00）■全道秋
の火災予防運動〜 31日

17（水）

18（木）

19（金）

20（土）
21（日）
22（月）
23（火）

24（水）

25（木）

26（金）

27（土）
28（日）

29（月）
30（火）

31（水）

１（月）
２（火）

３（水）

４（木）

５（金）

６（土）

７（日）
８（月）
９（火）

10（水）

11（木）

12（金）

13（土）
14（日）

15（月）

16（火）

役場庁舎（☎ 66-2311）
● 戸籍住民窓口時間延長 … 水曜日 19：00まで（予約制）

国保病院（☎ 66-2031）
● 小児科診療  …  水曜日 13：30 〜 16：00
● 夜 間 診 療  …  第1 〜 4木曜日 18：00 〜 19：30
● 脳神経内科診療 … 第２月曜日 14：00 〜 16：00
● 眼 科 診 療  …  第２・４木曜日 18：00 〜 19：30
● 循環器内科診療  …  第２土曜日 9：00 〜 12：00
●  救 急 診 療  …  毎日、いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG 予防接種  …  第２火曜日 15：00 〜 16：00
● MR･不活化ポリオ･3種混合予防接種  …  水曜日 13：30〜15：30
　 ※ ワクチンの予約は接種日の１週間以上前にお願いします。
● 泌尿器内科診療  …  第１火曜日 13：30 〜 16：00
● 呼吸器科診療  …  第１・３木曜日 18：30 〜 19：30

トリムセンター （☎ 66-1311）
●  トリムセンターでの健康相談  …  木曜日 8：30 〜 17：15（祝
日は休み）、上記以外は事前にご連絡ください。

● エアロビクス教室  …  木曜日 19：10
● ライトエアロビクス教室  …  火曜日 10：30
●  母子手帳・妊婦一般健康診査受診票発行  …  事前にご連絡く
ださい。

● 巡回型健康教室車両一般開放  …  第3木曜日 10：00 〜 16：00

図書館（☎ 69-7170）
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00まで
● お は な し 会  …  第１・３水曜日 10：30
● おはなしどんどん  …  第2・4土曜日 10：00・14：00
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「80 年代こども大図鑑」

出版社／宝島社

　当時子どもだった僕には、
とても懐かしいおもちゃな
どが紹介されています。ゲー
ムウオッチやファミコン、
ガンプラなど爆発的大ヒッ
トになっていましたね。自由研究で使った青と赤
の謎の液体と注射器がついた昆虫採取セットなん
てものも…　　　　　　　　　　　（Ｍ・Ｓさん）

「ヤクーバとライオン　

　　　　　　　Ⅰ勇気」

ティエリー・デデュー／著

　この絵本のテーマは「勇
気」。そのテーマにふさわし
く真っ黒く力強い線で描か
れた絵。「いのち」を考え、
本当の「勇気」とは何かを問いかけています。
　大人から子どもに読み継いでほしい一冊です。

▼
新
刊
案
内
▲

一 般 教 養 書

一 般 文 芸 書

文庫・新書

絵本・児童書

私の好きな本

■ この他にも新刊を用意しています。ぜひご来館ください。

図書館員のオススメ

なぜアメリカは日本に二発の原発を落としたのか
　　　　　　　　　　　　　　　　／日高義樹
金メダリスト考えた世界一の腰痛メソッド　　
　　　　　　　　　　　　　　　　／清水宏保
怒る犬　　　　　　　　　　　　／黒田征太郎
50℃洗い　鮮度再生！旨みＵＰ 　 ／平山一政

歩き続けよう　手と足のない私にできること　
　　　　　　　　　　　　　　　　／佐野有美
短篇五芒星　　　　　　　　　　／舞城王太郎
冥土めぐり　　　　　　　　　　／鹿島田真希
ハローグッバイアイラブユー
　　　　　　　／パメラ・バウワー・ミュラー

うつ病治療常識が変わる（宝島新書）　
　　　　　　　　　　　　　　／ＮＨＫ取材班
ホントは怖い英国王室残酷物語（歴史新書）　
　　　　　　　　　　　　　　　／渡辺みどり
同心の鑑（講談社文庫）　　 　　　／早見　俊
夏の狙撃手（光文社文庫）　　　　／鳴海　章

バナナマンばあば　　　　　　　　／林　木林
どんなときでも　　　　　　　／エマ・ドッド
青い鳥文庫ができるまで　　　　／岩貞るみこ
足利尊氏（コミック版日本の歴史）／加来耕三

〜 お知らせ 〜

　鹿追町図書館では、定期的に絵本や紙芝居
の読み聞かせを行っています。毎月第１・３
水曜日には、ボランティアサークル「もみじ」
さんによる“おはなし会”。毎月第２・４土曜
日には、図書館職員による“おはなしどんどん”
があります。自分で読むのとはまた違う楽し
さがあります。一度遊びに来てください。
■ 10月の予定
・おはなし会：３日・17日　
　　　　　　　　　　午前10時30分〜 11時
・おはなしどんどん：13日・27日
　　　　午前10時〜 11時、午後２時〜３時
　どちらも図書館内カウンター横、絵本の部
屋にて行っています。

〜調べもの、探しもの、お手伝いします〜
　図書館利用者が学習・研究・調査を目的と
して必要な情報・資料などを求めた際に、図
書館員が情報そのものあるいはそのために必
要とされる資料を検索・提供・回答すること
によって助ける業務のことを「レファレンス
サービス」といいます。
　鹿追町図書館でも、できる限りのお手伝い
をします。お気軽に声をおかけください。

〜 レファレンスサービス 〜

秋
風
が
吹
く
と
、
な
ぜ
だ
か
お

腹
が
空
く
。
辺
り
を
見
渡

す
と
真
っ
赤
に
熟
し
た
実
や
、
川

に
は
湖
か
ら
丸
々
と
太
っ
た
魚
が

や
っ
て
来
て
い
る
。
ど
れ
も
お
い

し
そ
う
な
も
の
ば
か
り
、
こ
れ
は

大
い
に
食
べ
る
し
か
な
い
。
ヒ
ト

も
動
物
も
鳥
も
こ
の
心
理
は
共
通

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

多
少
体
重
が
増
加
し
て
し
ま
っ

て
も
、
こ
の
旬
の
食
材
た
ち
を
食

べ
な
い
の
は
人
生
を
楽
し
ん
で
い

な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
だ
っ

て
山
や
川
に
は
秋
の
恵
み
が
溢
れ

て
い
る
の
で
す
か
ら
。

　

野
生
動
物
は
本
能
で
秋
の
恵
み

を
体
に
蓄
え
、
来
た
る
長
く
厳
し

い
冬
に
備
え
て
い
ま
す
。
冬
を
遠

く
南
の
地
で
過
ご
す
鳥
た
ち
は
、

長
距
離
を
飛
び
続
け
る
長
旅
に
備

え
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

広
葉
樹
の
ミ
ズ
ナ
ラ
が
落
と

す
ド
ン
グ
リ
に
エ
ゾ
リ
ス

や
ヒ
グ
マ
、
野
ネ
ズ
ミ
が
我
先
に

と
拾
い
集
め
一
心
不
乱
に
食
べ
て

い
ま
す
。
エ
ゾ
リ
ス
や
野
ネ
ズ
ミ

は
、
冬
に
備
え
て
地
面
の
中
に
隠

し
埋
め
た
り
、
巣
穴
に
持
ち
帰
っ

た
り
、
一
つ
で
も
多
く
の
ド
ン
グ

リ
を
確
保
し
よ
う
と
せ
わ
し
な
く

走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
は
冬
ご
も
り
を
前
に
皮

下
脂
肪
を
た
く
さ
ん
つ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ド
ン
グ
リ
に
山

ブ
ド
ウ
、
キ
ノ
コ
な
ど
な
ん
で
も

食
べ
ま
す
。
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
食
べ

ま
す
。

　

然
別
湖
畔
や
山
に
暮
ら
す
ナ
キ

ウ
サ
ギ
は
、
草
を
か
じ
り
取
っ
て

は
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
に
置
い

て
秋
風
に
さ
ら
し
、干
し
草
を
作
っ

て
い
ま
す
。
冬
の
間
、
巣
穴
で
保

存
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
の
で
す
。

　

草
場
か
ら
巣
穴
ま
で
何
往
復
と

行
き
来
し
、
た
ま
に
立
ち
止
ま
っ

て
は
『
ピ
チ
ッ
』
と
一
鳴
き
し
て

空
を
眺
め
、
ま
た
保
存
食
作
り
に

励
む
姿
に
、「
あ
あ
、
忙
し
い
忙
し

い
」
と
言
う
彼
ら
の
声
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
で
す
。

　

リ
ス
や
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
森
に
、

紅
葉
・
黄
葉
を
透
か
し
て
差
し
込

む
陽
光
が
優
し
く
降
り
注
ぎ
ま
す
。

川
の
畔あ
ぜ
の
紅
葉
を
映
し
た
か
の

よ
う
に
お
腹
の
色
を
真
っ
赤

に
染
め
た
そ
の
姿
、
然
別
湖
に
注

ぐ
ヤ
ン
ベ
ツ
川
に
は
、
湖
を
回
遊

し
て
い
た
「
ミ
ヤ
ベ
イ
ワ
ナ
（
オ

シ
ョ
ロ
コ
マ
の
亜
種
）」
が
、
産
卵

の
た
め
に
遡そ

じ
ょ
う上
し
て
い
ま
す
。

　

落
ち
葉
の
香
り
を
ま
と
っ
た
川

霧
が
静
寂
の
景
色
を
作
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ま
ま
水
中
に
目
を
や

る
と
我
先
に
生
ま
れ
故
郷
の
上
流

へ
帰
ろ
う
と
泳
ぐ
、
た
く
ま
し
い

魚
の
姿
。
静
か
に
冬
を
待
つ
森
と

は
対
照
的
な
躍
動
し
た
川
の
世
界

に
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

サ
ケ
の
よ
う
に
大
き
く
成
長
し

た
ミ
ヤ
ベ
イ
ワ
ナ
は
、
湖
に
暮
ら

す
オ
ジ
ロ
ワ
シ
や
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

な
ど
魚
食
の
猛
き
ん
類
か
ら
す
る

と
、
ま
さ
に
秋
の
恵
み
。
幾
度
と

な
く
川
に
飛
び
込
み
ミ
ヤ
ベ
イ
ワ

ナ
を
捕
ら
え
て
い
き
ま
す
。

さ
あ
10
月
の
終
わ
り
に
は
初
雪

が
舞
う
で
し
ょ
う
。

　

冬
は
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま

す
。
寒
さ
に
負
け
な
い
身か

ら
だ体
を
今

の
う
ち
に
作
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

人
間
も
野
生
動
物
も
同
じ
よ
う
に
。

秋
の
恵
み

〜 

然
別
湖
の
住
人
も　
　
　

 

『
食
欲
の
秋
』 

〜

風穴へ食料を運ぶナキウサギ

木の実を頬ばるエゾシマリス

遡上するオショロコマ（ミヤベイワナ）
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鹿追小学校の特色ある学校経営鹿追中学校の小中高一貫教育

小中高一貫教育
教育委員会 学校教育課  ☎66-2646学

生涯学習情報
び

【特色ある教育活動】
★新地球学～ 　 ４年目の研究を進める教科です。ネイチャ－センターと連携した体験活動やバイオガス

プラントなどの見学をとおして、環境や防災への意識を高める学習を進めます。
★カナダ学～ 　 英語によるコミュニケーションの楽しさを実感させながら、国際社会を生きる基礎とな

る態度や力を育てます。
★そ の 他～　基礎基本の定着と学力向上への取組を推進します。 
　　　　　　・朝の学習で、基礎基本の定着と読書の習慣化を図ります。 
　　　　　　・全校家庭学習や放課後自学チャレンジ教室を開催し、自ら学ぶ力を育てています。 
　　　　　　・長期休業中にも自学チャレンジ教室を通して、学ぶ機会を設定します。

●カナダからの訪問団を迎えて
　恒例となったストニィプ
レイン町からの訪問団を迎
える学校の交流授業（カナ
ダ学）。書道で交流しながら
互いの文化を伝え合い、友
情を深めつつコミュニケー
ション能力を身につける貴
重な実践の学びの場となっ
ています。

●実社会数学は実践力と体験の学び
　一見、工作か何かの製作に
見えますが、実は数学の授業。
実践的な内容を体験も交えて
学ぶ実社会数学で紙を切りな
がら図形の縦横比を確認して
います。理論と実践の相乗効
果で学びの質を高める工夫が
行なわれています。 ● 「防災」の観点も加わって

新地球学の授業が進行
　昨年までの「地球学」は今年度
から「新地球学」として内容が新
たに「防災」等の観点も加えてス
タートしています。写真は１年生
の野外観察において河川氾濫の跡
を調べ、今後の防災や環境保全に
ついて考える授業の様子です。

●習熟度別学習の「学び合い」とは

　本校では数学における少人数による習
熟度別学習の時間を本年度大幅に増やし
ています。グループ構成は原則単元毎に
変化し、少人数のグループで担当の先生
から適切な指導・助言を受けながらお互
いの「学び合い」で意見を交わしつつ一
人一人の進歩を確かなものにしていきま
す。今後の成果が楽しみな授業が続いて
います。

●小中部活動連携
（吹奏楽部・７月７日白蛇姫まつり演奏）

　小中高が部活動でも
連携して取り組む吹奏
楽部の活動。７月には
然別湖畔で鹿中・瓜中・
鹿高に自衛隊の皆さん
も加わった素晴らしい
演奏を披露し多くの拍
手をいただきました。

【
地
域
と
の
連
携
】

★
地
域
公
開
参
観
日
を
実
施
し
、
開
か
れ
た
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

★ 

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｢

鹿
小
き
ら
め
き
隊｣

の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
て
、
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

【
家
庭
と
の
連
携
】

★
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

★
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
生
か
し
た
学
校
改
善
に
努
め
ま
す
。

【教師の資質向上】
★校 内 研 修～　 「かかわり、つながる」をキーワードに、カナダ学・新地球学・算数・特別支援の

４部会で研究を進めます。
★少 人 数 指 導～　 主に算数において、一人一人の習熟度に合わせた少人数での学習により学力向上を

目指します。
★特別支援教育～ 　 個別の指導計画をベースに、日常的な支援を充実させながら、実践的な研究に取り

組みます。

真の国際人を育てる教育を目指して！

ともに かがやこう！

　鹿追中学校は、全校生徒137人が「質

実剛健」の校風のもと、小中高一貫

教育の要として町内各小学校や鹿追

高校との連携を進め、新学習指導要

領完全実施の本年、授業や特別活動

の取組を充実させています。またＰ

ＴＡ活動や町内外各機関と連携した

事業も数多く行っています。内容豊

かでバラエティに富んだ特徴ある授

業や活動の一端をご紹介します。

宇宙飛行士
山崎直子さん
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エ
ッ
セ
イ

　「
う
わ
っ
す
ご
い
。
と
う
と
う
咲
い
た
ん
だ
ね
」

　「
う
ん
『
ド
根
性
ひ
ま
わ
り
』
キ
レ
イ
で
し
ょ
」

　
驚
く
私
に
、
母
は
満
足
そ
う
に
頷
い
た
。
き
ち
ん
と
朝
夕
と
水
を
や
っ

て
い
る
そ
う
だ
。

　
昨
年
庭
に
植
え
た
ひ
ま
わ
り
の
種
が
落
ち
て
、
野
良
生
え
し
た
も
の
ら

し
い
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
、
車
道
と
歩
道
の
縁
石
の
す
き
間
、
わ
ず
か

な
土
の
中
か
ら
芽
を
出
し
た
。
園
芸
が
好
き
な
母
は
す
ぐ
ひ
ま
わ
り
だ
と

気
づ
い
て
、
ひ
っ
こ
抜
か
ず
に
せ
っ
せ
と
水
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。
切

り
花
用
の
背
の
低
い
品
種
だ
が
、
風
の
強
い
日
も
炎
天
下
で
も
め
げ
ず
に

す
っ
く
と
生
え
て
い
る
様
子
は
、
本
当
に
『
ド
根
性
ひ
ま
わ
り
』
の
名
が

ふ
さ
わ
し
い
と
思
っ
た
と
い
う
。

　
久
々
に
実
家
に
帰
っ
た
私
は
、
見
事
に
咲
い
た
花
に
思
わ
ず
声
を
上
げ

て
し
ま
っ
た
。
へ
え
、
と
眺
め
て
い
る
う
ち
に
「
何
だ
か
こ
の
花
、
私
み

た
い
」
と
ふ
と
思
っ
た
。

　
十
八
歳
の
頃
、
図
書
館
司
書
が
取
れ
る
志
望
校
に
落
ち
、
結
局
地
元
の

短
大
に
進
学
し
た
。
卒
業
し
て
就
職
し
、
い
わ
ゆ
る
普
通
の
Ｏ
Ｌ
に
な
っ

た
。
過
去
の
夢
・
司
書
を
目
指
す
の
は
、
身
体
を
壊
し
退
職
し
た
三
十
過

ぎ
の
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
図
書
館
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
通
信
課

程
で
勉
強
を
し
た
。
嘱
託
職
員
の
採
用
試
験
を
受
け
る
た
び
に
「
若
い
方

が
い
い
の
で
」「
経
験
が
あ
る
方
」
と
何
回
も
落
ち
た
。
新
卒
の
若
い
人

よ
り
ず
っ
と
私
の
方
が
根
性
が
あ
る
の
に
。
経
験
っ
て
、
社
会
人
経
験
は

し
て
い
る
の
だ
も
の
、
常
識
は
あ
る
は
ず
で
し
ょ
。
で
も
諦
め
な
い
。

　
甘
え
て
く
る
愛
犬
と
散
歩
に
出
掛
け
る
。
ス
タ
ス
タ
犬
が
横
切
る
と
、

ひ
ま
わ
り
は
風
に
そ
よ
い
だ
。

ド
根
性
ひ
ま
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
町
一
丁
目
　
　
垣
内
さ
お
り

席
に
着
く
人
よ
り
開
く
扇
子
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
澄
子

お
御
堂
に
あ
ふ
れ
る
盆
の
法
会
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
鈴
子

夜
遊
び
と
称
し
流
星
仰
ぎ
ゐ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
と
も
子
　

二
人
に
は
余
る
秋
茄
子
ぶ
ら
下
が
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
ま
さ
し

四
季
の
会

天
の
川
故
郷
の
山
の
輝
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴
渕
　
洋
子

た
ぐ
り
合
う
恋
の
き
ら
め
き
天
の
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
野
　
道
子

天
の
川
き
れ
い
と
明
日
帰
る
子
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
ゆ
た
か

知
床
の
浜
に
露
天
湯
天
の
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
沼
　
絃
一

鹿
笛
吟
社
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善
意

　
　
　
　  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託

▽
町
へ

・
東
京
鹿
追
会
（
髙
野
尚
士
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
５
万
円

・
戸
川
よ
し
乃
デ
ビ
ュ
ー
鹿
追
公
演
実
行
委

員
会
（
三
井
福
成
実
行
委
員
長
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
２
２
２
１
１
円

■
物
品
等

▽
福
祉
団
体
へ

・
村
上
ト
ミ　
　
　

＝
古
切
手
９
４
９
枚

・
辻　

貞
子　
　
　
　
　
　

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・
鹿
追
寿
会　
　
　
　
　

＝
リ
ン
グ
プ
ル
他

今
月
の
表
紙

　

表
紙
の
写
真
は
、
９
月
14
日
に
町
民
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
「
平
成
24
年
度
鹿
追
町
敬
老

会
」
の
様
子
で
す
。

　

表
彰
対
象
者
の
う
ち
米
寿
の
方
は
ス
テ
ー

ジ
上
で
着
席
、
祝
い
状
な
ど
が
𠮷
田
弘
志
町

長
お
よ
び
西
科
隆
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
よ

り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
交
通
安
全
の
誓
い
を
参
会
者
全

員
で
読
み
上
げ
無
事
故
を
誓
い
ま
し
た
。

町民課  戸籍年金窓口係

戸 籍 の 　 　 　 口

８ 月  受  付  分 

結 いついつまでも
　　おしあわせに

林　　大介さん　＝　最所　玲子さん

婚

出 こんにちは
　　よろしく

大西なつめちゃん　潤　　 もみじ区

台蔵　　晴
はる

くん　　誠　 　北瓜幕農栄班

中村龍
りゅうのすけ

之介くん　　悟志　 笹川町内班

國見華
か な こ

奈子ちゃん   全　　 瓜幕文京区

生

死 ごめいふくを
　　お祈りします

鈴木　勤子さん   53歳　中鹿追東班

村上　　渉さん   61歳　曙区

渡邉　悌子さん   72歳　北鹿追中班

石山　義弘さん   80歳　北鹿追南班

亡

窓

お名前が旧字体などの場合、常用漢字で記載させて
いただく場合がありますのでご了承ください。

人  の  う  ご  き
　　　　　　　　　　  ８月末現在
　　　　　　　　　　  （対前月比）

　世　帯　　2,457戸  （±   0）
　人　口　　5,660人  （−   3）
　　男　　　2,785人  （−   3）
　　女　　　2,875人  （±   0）

　皆さまがまちづくりに対して、日ごろ感じていること（提
言・要望など）をお寄せください。
●郵　  便　 定期的に広報しかおいに折り込まれる用紙に

記入し、投函してください。
●Ｆ Ａ Ｘ　FAX番号 0156- 66-1020
●メ ー ル　 町ホームページ上から送信できます。
　　　　　  http//www.town.shikaoi.lg.jp/

企画財政課 広報広聴係

あなたの声をまちづくりに！
やまびこメールをお待ちしてます

「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」
の
ご
協
力 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 （
敬
称
略
）

・
道
の
駅
う
り
ま
く
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

＝
３
５
０
０
円

募
集
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

　

９
月
30
日
ま
で
受
け
付
け
し
て
お
り
ま
し

た
日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
義
援
金
の
受
付
期

間
が
、
平
成
25
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
で
の
受
付
期
間
は
平
成
25
年
３

月
29
日
（
金
）
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

　

窓
口
は
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー　

福
祉
課　

福

祉
町
民
相
談
係 

☎
（
66
）
１
３
１
１
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

福
祉
課
　
福
祉
町
民
相
談
係

老
猫
は
二
度
助
走
し
て
高
い
窓

　
　
　
　
　
跳
び
越
え
し
後
ゆ
っ
く
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TOWN  OF  SHIKAOI

〒081-0292
北海道河東郡鹿追町東町1丁目15番地1
　☎ 0156-66-2311　FAX 0156-66-1020

【鹿追町ホームページ】　http://www.town.shikaoi.lg.jp/

鹿 追 町 役 場

優勝目指しカップを狙います
８月26日　第27回町民パークゴルフ大会

並入る強豪の中で健闘
８月24日　第52回西部十勝４町高齢者ゲートボール大会

「せーのっ」でタイミングを合わせて
８月19日　第36回農民大運動会

懐かしいピンボールが人気
８月26日　ピュアモルトクラブ夏祭り

手作りのみこしを担いで「わっしょい」
９月14日　鹿追幼稚園みこしパレード


